　ハピネスシュガー☆再覚醒！　-誘拐されたのは元●●魔法少女でした-

武倉逆宗



　薄暗い手術室に女性のすすり泣く声が響く。

「ひくっ……。ぐす……。」

　冷たい拘束具で手術台に縛り付けられた彼女は涙ぐんで震えていた。

「……私の名前は、佐藤、御幸、です。……家族は居ません。仕事は運送会社の事務で、ひっく……。貯金も少しは、あります。全部あげます。ぐすっ……。だから……どうか……！」「

　涙をぽろぽろと溢しながら、眼鏡を掛けた白髪の女性は続ける。

「どうか、殺さないで下さい……っ！」

　手術台の上に拘束された御幸は肩を震わせて命乞いした。

　尋常な状況ではない。

　何故なら彼女は誘拐されてここに居り、前に居るその犯人は猟奇殺人鬼かそれ以上に危険な存在だと仮定すべき相手だったからだ。

「……」

　鳥のような奇妙な仮面――――ペストマスクを装着した怪人・・はかくん、と首を傾げる。

「えー、サトウミユキさん？　ワタシはお金の為でもぉ、ましてやアナタを殺す為でもなく、別の理由でアナタを連れて来ましたぁ。だからぁ、命乞いをされても困りますぅ」

「……！」

　御幸は絶望的な状況で見えた僅かな希望に目を見開いた。

　だが、彼女を待っていたのはより残酷な未来である。

「ウフッ、アナタは新鮮な血液パックなのですからぁ、簡単に死なせたりしませぇん」

　ねっとりと絡み付くような喋り方でペストマスクの怪人は優しく言い含める。

「アぁぁ……」「げひっ」「血ぃぃ……」

　壁際に並んでいる不気味なミイラナース達が血液と言う言葉に反応して蠢き呻いた。

「ヒッ……！」

「……それにぃ、クスリで死の恐怖なんてトんじゃいますから、ぜーんぜん問題無しノープロブレムですよぉ」

　マスクのくちばしがパカリと開く。

　笑みを浮かべる怪人の口元に長く鋭い牙がギラリと輝いた。

「あ……、ああっ……。どう、して、こんな……っ」

　己が食料――それも薬中の吸血鬼の――として拉致されたことを理解し、御幸は涙を流して力なく項垂れる。

（誰か、誰か助けて……！　誰か……っ！）

　彼女は正義の味方ヒーローが助けてくれることを願い、祈った。
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　――――１９９９年６月、神奈川県川崎市沿岸を中心とする大災害が起きた。

　隕石の落下、もしくは戦時中の不発弾、または地中内の可燃性ガスが原因とされる爆発の影響は半径10キロ以上に及び、戦後日本における未曽有の大惨事となった。

　１９０８年に起きたツングースカ大爆発と比較されることも多いこの爆発は当時流行していた世紀末の予言になぞらえて、『アンゴルモア大爆発』と呼ばれている。

　首都機能の一部が麻痺する混乱の影響もあり、復興に際してアメリカの全面的な支援が行われた。

　旧川崎市は『再生特区』として、Salvation in Zero、通称SiZ計画によって生まれ変わることとなる。

　だが、この再生特区――SiZ計画から転じてか、いつしか「サイゼ』と呼ばれるようになった――には普通の街と違う点があった。

　それは、『ヒーロー』が存在すること。

　そして同時に『怪人』が存在すること。

　サイゼで生きる者ならば一度は聞いたことのある現代の御伽噺フォークロア。

　23年前を境に、再生特区サイゼでは日夜彼らが戦い続けている。
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「おっと、そう言えばワタシの自己紹介がまだでしたねぇ。これは失敬！」

　おどけた態度で怪人はぴしゃりと仮面を叩き、ケタケタと笑う。

「ワタシめはヴラドク、『吸血医師』のヴラドクでございまぁす。そこに控えたる者達はドラッグールと申しましてぇ、ワタシの魔薬によってぇ人間を辞めた皆様でぇぇぇす」

　ヴラドクと名乗る怪人は芝居掛かった動きで一礼し、ミイラナース達に注目するよう手で示した。

「ヴぁぁ……」「■ぁヰ……」「テ……テ……」

　ブツブツと呟くドラッグール達の頭からはらりと包帯が解け、その顔が晒される。

「っ……！」

　青褪めた御幸の喉笛がひゅっと鳴った。

　ドラッグール達の素体・・は皆若く美しい女性だった・・・のだろう、と一目で分かる。

　だからこそ異様さが際立った。

　瞼が縫い付けられて額に目が埋め込まれている者、笑みを浮かべているように頬を引き裂かれている者、鼻から下が金属に取り換えられている者、こめかみの弾痕から長い舌が垂れ下がっている者。

　製作者の醜悪な感性が透けて見える人体アートをヴラドクは満足気に眺める。

「美しく、悍おぞましいでしょお？　喪失の美！　欠損の美！　堕落の美！　尊とうといものが穢けがされ、毀こわされ、歪められる様のなんと美しいことかッ！」

　狂った吸血鬼は自らの肩を抱き締め、喜悦に震えた。

「……こんなっ、こんなことを……！　あなたの行いは、絶対に許されないっ！　必ず、〝正義の魔法少女〟があなたに罰を与えますっ……！」

　ガタガタと震える御幸は悲鳴に近い声で叫ぶ。

「……」

　ピク、とヴラドクが『魔法少女』と言うワードに反応した。

　この街では特殊な因果――呪いにも近い運命的な定め――により、怪人が現れれば必ずそれに対応する魔法少女ウィッチメイデンと呼ばれるヒーローも現れる定めとなっている。

　その為、ヴラドクの天敵となるヒーローも存在する筈だった・・・。

「……クク、ヒャハ、キャハハハハ！」

　怪人が嗤わらう。

「――あー、残念なお知らせなんですがねぇ？　アナタがお探しの方は、コレ・・、です」

「……え？」

　ヴラドクが一体のドラッグールの肩に手を置いて言った言葉を聞き、御幸は思考が停止した。

　くすんだ金髪に色褪せた碧眼、そしてこめかみには大きな弾痕。

　死体置場モルグに置かれているのが相応しい姿の少女だ。

「『妖精警官フェアリィコップ』ちゃんでしたかぁ？　手始めに覚醒剤シャブ漬けにしたらあっさり自殺しちゃいましてぇ、頭がパーン！　キヒッ。せぇっかく、魔法少女を捕まえたのに勿体ないことをしちゃいましたぁ」

　薬中の怪人は言葉の端々ににやにやと喜色を滲ませ、正義の味方に縋るしかない無力な獲物のささやかな希望を踏み躙る。

「あ、ああ……、あああ……っ」

　この悪を倒すべき正義の味方は既に最悪の終わりバッドエンドを迎えた後なのだと理解し、哀れな被害者は言葉を失った。

「『デビルアッシュ』を打ち込んで辛うじてドラッグールには出来ましたが、商品としては失敗作もいい所ですねぇ。もし代わりの魔法少女が襲って来て下さるなら喜んで、ええそれはもう大喜びで！　歓迎するんですがねぇぇぇ。キャハハハハッ！」

　ヴラドクはガリガリと仮面の表面を爪で掻き、狂った笑い声を上げた。

「テ……シテ……」

　魔法少女の成れの果てがボソボソと何かを呟く。

「……殺シテ……」

　側頭部の風穴から垂れた体液が、褪せた青い瞳を通って涙のように頬を伝った。

「っ――――」

　御幸の奥歯がぎし、と鳴る。

「もう死んでいるのに愚かしいですねぇ、愛らしいですねぇ！　大人しく処理工程を受け入れていれば至上の悦楽エクスタシーを得られていたのに、全く頭が悪いと損ばかりですよぉ」

「……」

「あー、ご安心を。アナタにはまだるっこしいことはせず、もっと効率的でスピーディーな方法をご用意してますからぁ。くひっ」

「……」

　御幸は無言で怪人を睨んだ。

　口で何と言おうとこれ・・には無駄なことは理解している。

　ならば、せめて怯えている様を見せて喜ばせないようにすることが彼女に出来る精一杯の抵抗だった。

「フフッ、そうですかそうですかぁ。希望が無くなったのにそんな顔が出来るなんて興味深いですねぇ」

　で、す、がぁ、とヴラドクはより一層ねっとりとした口調で続ける。

「これ・・を注射うっても心変わりせずにいられますかねぇ～～？」

　ペストマスクの怪人はボタンを押した。

　ゴウンゴウンと音を立てて壁が動き、ホルマリン漬けにされた標本のような物が入ったガラス瓶が姿を現す。

「――――……っ！？」

　ぞわり、と御幸の背筋に怖気が走った。

　この手術室で目覚めてから最も恐ろしく悍おぞましい感覚。眼から入り込んだ情報がまるで寄生虫であるかの如く脳の中をにゅるにゅると這い回るような不快感。

　だと言うのに、同時に感じる。懐かしさと歓喜を・・・・・・・・。

「これはですねぇ、我ら『スイートヒドラ』が誇る特別スペシャルな魔薬の製造機でしてぇ、どんな敬虔なシスターでもスラムで股を開くようになる『プッシャーワイフ』や、便利で万能な怪人化薬の『デビルアッシュ』もここに詰まった特上魔薬には遠く及びませぇん」

　恍惚とした表情でヴラドクは滑らかに早口で説明し、瓶の表面を撫で回す。

　ガラス瓶の内部は脳味噌の形に成形されており、そしてピンク色の液体の中にピンポン玉サイズの脳の破片がゆらゆらと浮かんでいた。

「……っ、ぅ……」

（ヤバいヤバいヤバい……！　アレ・・は絶対駄目・・・・だ……！）

　御幸の頭の中でアラートが鳴り響く。

　ズキズキと頭痛が始まり、じっとりと厭いやな汗が背中を濡らした。

「我々怪人でも直じかは厳禁とされてる程でしてねぇ？　必ず人間を通して、と決まっているんですよぉ。元よりワタシは自分が使うのではなく、極上の薬物血液を作る為に使っているのですがぁ……、その点この『ダーティヘブン』は最高の逸品と言って差し支えありませんねぇ……」

　ヴラドクは瓶の蓋を外し、注射器で魔薬を１ミリリットル吸い上げる。

「擬似魔法少女化薬、とでも言いましょうか。素晴らしいエクセレントなエナジーを秘めた血液は喉越し最高、味も香りも余韻も最高、快感はシャブがチョークの粉に思える程ッ！　一度味わったら中毒確定の劇物です！　まぁ当然人間も中毒確定で、切れた瞬間に離脱症状で死にます・・・・が……」

　コツコツと手術室の固い床を靴底が叩く音が響き、御幸の横に吸血医師が立った。

「ふ～～っ……！　ふ～～……っ！」

　御幸の瞳孔が開き、人生を終わらせる薬液の入った注射器から視線を外せず凝視する。

（嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　何で！　どうしてこんな……！　死にたい、死にたい死にたい死にたい死にたい……っ！）

　死んだ方がマシな未来が待っているが、自殺も出来ない。

　唯一取れる手段は舌を噛むこと位だが、自殺方法としては現実的ではないからだ。

　筋肉の塊である舌はそうそう噛み切れず、噛み切れたとしても死因は失血死ではなく収縮した舌が喉を詰まらせる窒息死である。

　手術台に拘束された状態で試みたとしても、救命措置は容易だろう。

「それでは……えーと、お名前なんでしたっけ？　まぁどうでも良いか。平凡でつまらないアナタに、最高な最期を」

「――……待っ」

　ぷつ、と注射針の先端が薄い皮膚を突き破って静脈へ辿り着いた。
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　かつて、佐藤御幸は魔法少女だった。

　その記憶を本人は覚えていない。

　魔法少女と言う機構システムが持つ概念秘匿機能が働き、引退して一般人になった彼女自身が魔法少女だった自分を忘却した……と言うことが理由の一つだ。

　２００６年の春に13歳で魔法少女になってから７年間の狂気――いや、活躍の日々を過ごし、十代の終わりと共に引退。

　それから10年後、30歳の誕生日を迎えたその日に彼女は薬中怪人組織『スイートヒドラ』の幹部『ヴラドク』によって拉致されてしまった。

　目を付けられたのは単なる偶然。だが或いは必然であったかもしれない。

　この街サイゼでは怪人とヒーローの間には因果が結ばれており、ヴラドクは因縁の相手を死なせたのだから。

　代わりのヒーローが要る。ヴラドクを倒すのに適切なヒーローの素質を持つ者が。

　それは佐藤御幸にとって不幸なことであった。そして、ヴラドクにとっても不幸なことであった。
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　――――とぷん、と潜る。意識、心、精神、思考、そう呼ばれるものの奥に。

　真っ赤で透明な海のよう。下の方が明るく、上の方が暗い。或いは上下が逆。

［久し振りパオ、【■■■■■■■■】。また君に会えて嬉しいパオ］

　デフォルメされたピンク色の象が現れて喋った。

　驚愕。疑問。誰？

［ぼくの名前はハル。でもそれはどうでもいいパオ。名前は表象でしかなく記号的な集合に与えられる概念のパッケージよりも包括されるデータこそが大切パオ］

　幻覚ハルシネーションは機械的に回答を出力する。

　幻覚、そう幻覚だ。実体のない架空の動物。ピンク色の象など居る筈がない。

　だが佐藤御幸はこれを良く知っている。覚えている。理解している。

［ぼくはマスコットだけど、君の中にしか居ないパオ。存在しているとも言い難い。自我もない。君の頭の中で弾けた神経電流が偶然に象の形を描いただけのような物パオ］

　ドロドロと象の輪郭が崩れていく。

　液体で作られていたようだ。ゼリーと言うべきか。ここは海の中なのだからクラゲだろうか。

［そろそろ始まるパオ。さぁ、人生にさよならを・・・・・・・・］

　クラゲが不吉な台詞を吐き、真っ二つに割れた。

　違う分裂だ。１が２に、２が４に、４が８に、８が16。どんどんどんどん続いていき、海の中がクラゲでいっぱいになる。いつの間にか海は青でなく金色になっていた。

　そうだ、クラゲじゃない。稲穂だ。柔らかな日差しの中、金色の粒がザラザラと積み重なっていく。

［なんて綺麗なんだろう。世界はこんなに色鮮やかだっただろうか］

　極彩色のパンダやシマウマが積み重なりピラミッドを作っている。どんな花束でも叶わない美しさだ。

　お茶碗を手に取り炊き立てのご飯を口に運んだ。

［ああ……美味しい。こんなに美味しいご飯を食べたのは一体いつ振りだろう。味と言う味全てが分かる。今までは舌にビニールを巻かれていたんだ。美味しい。美味しい美味しい！　香りも食感も最高だ！］

　全身が快楽で震える。全く痛くない電流に感電しているみたいだ。とてもお腹が減った。

　箸を伸ばしてシマウマのお肉を少し貰う。食べたことがないけどなんだか美味しそう。

　むしゃり、と噛み締める。

［凄い。肉だ。肉の権化だ。肉の旨味とジューシーな肉汁が口の中で弾けてご飯と混ざり合って完璧な調和をもたらしている。幸福が止め処なく溢れてくる。涙が溢れて止まらない］

　シマウマがこんなに美味しいなんて知らなかった。

　いや、これはシマウマじゃない。違った。縞模様だと思っていたのはバーコードで、売り物のぬいぐるみだったんだ。

　角もある。ピンク色のユニコーンだ。

　でも目がない。真っ黒な空洞は底の抜けたジュースの缶のよう。

　……きっとこれは私だ。

　……もうとっくに底なんてなくなっていたのに、愚かにもジュースを注げば元通りになるなんて思っていた。

　そうだった。私は魔法少女だったんだ。

　佐藤御幸として生きて来たこの10年は味のしないスポンジのような人生だったけど、それがどうしてだったか今なら分かる。

　私に普通の人間の才能は無かった、と言うことだ。

［思い出せたパオ？］

　……ええ、全部。

［どうする？　快楽を受け取るだけ受け取って死ぬことも今なら可能パオ］

　クソ喰らえ。あんなゴミをのさばらせて安穏と死ぬなんて真っ平御免。

［それでこそ、ぼくの知る【ハピネスシュガー】だパオ］

　ピンク色の象が私に何かを渡して来た。

　私はそれを構える。

　これでもう、佐藤御幸と言う人生を演じるのは終わりだ。

「……じゃあね、佐藤御幸わたし。――――変身」

　注射器を首にブッ刺し、私は魔法の呪文を唱えた。
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「――――ファウ！　ファウ！　ファウ！　ファウ！！」

　『ダーティヘブン』をキメた御幸がブンブンと頭を前後に激しく振り、全身に力を籠める。

　ミシミシ、メリ、メキメキ、と異様な音が人体から響いた。

　被験者の脳のリミッターが外れて自傷的に暴れることは良くあったが、それでは説明出来ない緊迫感が走る。

　この手術台はたとえ暴走する魔法少女でも拘束出来るように設計された代物であり、擬似魔法少女如きでは破壊不能の筈だった。

　だが。

「バカなぁッ……！？」

　ヴラドクの目の前で超々ジュラルミン製のフレームが板チョコを割るようにバキッと圧し折れる。

　魔法まほう封緘ふうかん術式が織り込まれた拘束具に束縛された状態では魔法の発動は出来ない、つまり身体能力・・・・の・み・によって航空機にも使われる素材を破壊したと言うことになる。

「フンっ！」

　ブチブチと拘束具が引き千切られ、魔法少女・・・・が手術室の床に立った。

　首元までの白髪がざわざわと蠢うごめき伸び、インクが染みるように毛先からピンク色へと変わる。

「ハァァ…………――――」

　長い長い溜息を一つ。丸眼鏡が床に落ちてガシャンとレンズが割れる。

　身に纏っていた服が青とピンクを基調とした魔法少女の戦闘服バトルドレスにパッと変わり、長いピンクの髪が可愛らしいシュシュでツインテールに纏められた。

　髪や衣装だけではない。肌は全盛期の張りを取り戻し、瞳には星の輝きが宿り、瘦せ細っていた身体に生命力が満ち満ちる。

　肉体年齢17歳、全盛期の姿だ。

「クソ、クソ、クソ……、最っっっ悪……！」

　みしり、と拳を握り締め、桃髪の美少女は顔を歪めて悪態を吐いた。

「全部、全部無駄になった……！　離脱症状で何度も死んだのもっ！　全身の幻肢痛で歯が溶ける位吐いたのもっ！　髪が真っ白になるまでフラッシュバックで苦しんだのもっ……！！」

　全てを思い出し、彼女はガリガリと頭を掻き毟る。

「でも…………」

　ぐるんと天を仰ぎ、完全に覚醒キマった目付きで笑みを浮かべた。

「――――久々の薬ヤク、最高サイッコ～～～～っ♡」

　魔法少女ウィッチメイデン『ハピネスシュガー』、再覚醒。

　ハピネスシュガーは第二世代セカンドロットの魔法少女である。

　〝魔法薬物による強化〟が特徴で、戦闘時の姿は〝戦うヒロインと言うより戦うヘロイン〟とまで言われた程の悪夢的戦闘スタイル。

「これはこれは……。驚きました、まさか元魔法少女とはぁ。しかも薬中仲間アディクトですかぁ？　ヒャハッ、魔法少女なんてガキのままごとかと思ってましたが、アナタみたいな方も居るものなんですねぇ」

　ヴラドクは面白い物を見たとばかりにパチパチと拍手した。

　対照的にハピネスシュガーは不快気に横目で睨む。

「…… あ゛？　一緒にしないでくれる？　反吐が出そう」

「おやおや、そう邪険にしないで下さいよぉ。ウチ・・の薬は最高でしたでしょう？　辞められますか？　辞められませんよねぇ？」

　粘着質な笑い声を混ぜて怪人は言う。

　自分が直接使用したことはなくともダーティヘブンの効能は折り紙付きだ。

　身体依存、精神依存、多幸感、いずれも最高最悪の５点評価。一度味わえば逃げられない。

「ウチ・・、ね……。アンタさぁ、あたしを懐柔しようと考えてるみたいだけど危機感足りないんじゃない？　魔法少女だよ？　怪人アンタの目の前に居るハピネスシュガー様はさ～？」

　パキパキ、バキッ、と割れたレンズが踏み潰されて砕ける音が響いた。

　示威的な動作からヴラドクはハピネスシュガーの言葉の意図を理解する。

　即ち、〝魔薬が欲しければお前を殺して奪い取れば良いだろ？〟と言うことである。

「……我々が手を組めばアナタが望む以上の物が手に入りますよ？　薬だけでなく、あらゆる物が全て。それこそ、世界も……！」

　興奮で声を上擦らせて、怪人は魔法少女に誘い掛けた。

　彼らスイートヒドラは薬物による実質的支配を目論んでおり、もしそこに協力的な魔法少女が加われば更なる堕落と退廃をもたらすことが出来る。

　あくまでも、もし、の話でしかないが。

「――ハッ、テメェら如き三下に出来る訳ないでしょ。……大体、芸術家気取りの癖にクスリをキメてこの程度のゴミしか作れないなんて笑わせる。才能ないねアンタ」

　ハピネスシュガーは一瞬真顔に戻り、嘲笑交じりに拒絶を叩き付けた。

　それはヴラドクの自尊心へ的確にナイフを捻じり込むが如き口撃。

「……魔法少女崩れの薬物中毒者ジャンキーが。貴様如きに、このワタシの崇高な芸術が、理解出来るかぁッ！！」

　悪趣味で露悪的な承認欲求を上から目線で馬鹿にされ、吸血鬼にして殺人医師と言うアイデンティティを持つ怪人が黙っていられる筈がなかった。
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「ハッ、ハハッ、アハハハ ハ　ハ　！！」

　ピンクの髪の魔法少女が踊る。

　武器となる物は持っていない。

　手から光弾が飛ぶ訳でもない。

　つまり、彼女の武器はその五体であった。

「ギっ」「ぁヴぉ」「血っ」

　メスやドリルの凶器を携えて襲い掛かったドラッグール達が軽やかに破壊・・されていく。

　掌底。首を折る。

　足刀。頭を捥もぐ。

　貫手。頚椎を貫く。

　手刀。首を刎はねる。

　四方投げ。頭を割る。

　首捻り。540度回転させる。

　前転踵落とし。脳を弾けさせる。

「ハハハハハハハハハハハハハハハ！！」

　〝暴〟の嵐が吹き荒れた。

　どす黒く酸化した血を撒き散らし、歩く死人アンデッドがバタバタと倒れる。

　薬物強化された彼女達の肉体は鋼鉄に等しい強度を備えており、それを容易に突破するハピネスシュガーの膂力りょりょくは人知を超えていた。

「ふん……、気に食わない位に効率的な屍食鬼グールの倒し方ですねぇ。アンデッドと戦うのは経験済み・・・・と言うことですかぁ。……やりなさい」

「ヴぉ」「アァァ」

　パチンとヴラドクが指を弾くと、エアライフルを構えたドラッグール達がハピネスシュガーを狙う。

「ん？　何なにナニ？　……銃？　やってみなよ？　カッモォーン？」

　自分に向けられた銃口の存在に気付いた彼女は自ら動きを止めた。

　正気の沙汰ではないが、事実として正気ではない。

　会話が成立しているのはまだほんの入り口ゲートウェイだからだ。

「……撃て」

　パスパス、パス、と軽い音が響き、１発でも成獣のホッキョクグマが昏睡する麻酔薬が魔法少女の身体中に幾つも撃ち込まれた。

　しかし桃色の暴力は自分に突き立った注射器を引き抜き、不思議そうな顔で見つめる。

「へー、麻酔弾？　ああ、魔力障壁を貫通する作りで対魔法少女装備か。薬中組織らしい武器だけどさ、……あの薬・・・を使った相手にこんな物効くとか本気で思ってんの？」

　彼女がぐっと力を込めると、全身に突き刺さっていた注射器も纏めて抜けた。

「チッ……！　仕方ありません、『過剰魔薬オーバードラッグ』を使いなさい！」

　敵の脅威度を上方修正したヴラドクは手駒を使い潰す決断を下す。

　ブシュッ、と黒い液体の入った注射器を自らに突き立てたドラッグ―ル達に変異が起きた。

「ぎぎっ」「ヴヴ」「ぃぃぃぃいい」

　メシメシ、バキバキ、と破滅的な音を立てて全身が膨れ上がる。

　バンッ、と人体でポップコーンを作ったかのように一気に膨張し、瞬く間に悪魔と表現する他ない姿へと変貌した。

「「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＨ！！」」

「ハハハハハ！　ブッサイク～！　何それ！　アッハハハ！」

　咆哮でビリビリと空気を震わす怪物の群れを見て、ハピネスシュガーは腹を抱えて爆笑する。

（ふーん、超強化、代償は使い捨て・・・・だろうな。薬物強化済みとは言え所詮は雑魚戦闘員だったのが推定幹部級に化けるのは凄いけど……）

　ドン、と筋骨隆々の悪魔が地を蹴り、一瞬にして魔法少女の眼前に現れた。

「ＡＡＡＨ！」

　顔と同じ程の大きさの拳がハピネスシュガーの顔を殴り抜ける。

　衝撃。衝突。轟音。砂埃。

「ンん～クリーンヒットォ！　キヒッ、顎が砕けちゃったんじゃないですかねぇ？」

「……プッ。『魔法禁薬マジカルドープ』『コキュートシロップ』」

　折れた歯を吐き出し、ハピネスシュガーは魔法・・を使った。

　しゅるりとゴムチューブを二の腕に巻き、作り出した注射器を静脈注射ポンプ。

　蒼く透明な液体が血管に流れ込み、0.1秒で極低温の電流が魔法少女の脳まで届く。

　ビクンッ、とピンク髪の魔法少女の身体が跳ねた。

「――――っクハァ～～～～♡　脳天までバキバキに凍キマるっ♪」

　息を白く曇らせ、ハピネスシュガーが自分の身体を抱き締めてブルブルと快楽に震える。

　彼女を中心に部屋の空気が急速に下がり始め、瞬く間に床が凍り付いた。

（未知の魔薬……！　あれがこの女の魔法か！？）

「面白い、性能テストをして上げましょう……！」

　仮面の下でヴラドクは笑みを浮かべる。

　デビルアッシュの過剰使用による成れの果て、『廃棄魔エンデッド』は正に生体兵器。一定時間経過後に崩壊してしまうが、その戦闘力はヴラドクですら梃子摺てこずる程。それが十体。

　魔薬で強化しようと余裕を持って遊べる――――と言うのが彼の認識だった。

「♪　♪　♪　♪　♪～」

「ＧＡＡ！」「ＲＵＵＵＧＨ！」「ＳＨＥＥＥＥ！」

　ピンクの髪の魔法少女が歌う。

　異形の怪物達が襲い掛かった。

　氷面滑走。一瞬の交錯。停止。

「「…………」」

　物言わぬ氷像の群れが生じる。

　そして、甲高い音を立てて砕け散った。

「なッ…………」

　余りにも呆気無く戦力の半分が消滅してヴラドクは言葉を失う。

　先程までの原始的で物理的な戦い方とはまるで別物だった。

　高い魔法抵抗を持つ怪物すら容易に滅ぼす魔法を使うとは想像していない。

（――と言うか、危険ヤバくね？）

　此処に来て漸く、薬中の吸血鬼は自身が死ぬ可能性に気付いた。

「ッ、焼け！　奴を焼き払え！」

「ＶＹＹＹＹ！」「ＷＯＯＯＯ！」

　悪魔達は細胞に刻まれた魔法陣を行使し、地獄の炎を召喚する。

　ゴウ、と聳そびえ立つ火柱は氷の床を融かして高熱を撒き散らした。

　しかし、桃髪の魔法少女は血のように赤い炎を意に介さず進む。

「ヌルいヌルいヌルいっ！　アハハハっ！」

「え、廃棄魔エンデッドの炎だぞ！？　竜も焼き殺す温度だろうがッ！」

「殺意が足りてないんじゃなーい？　キャハッ♪」

　ポーズを決めてふざけるハピネスシュガーの後ろでは、黒い焦げ跡を残して火柱が消え失せていた。

　本来、穢けがれた業火は対象を燃やし尽くすまで消えない。『燃焼の概念』と化している炎は水中だろうと真空だろうと絶対零度だろうと執念深く燃える。

　そして、概念を殺せるのは別の概念のみ、

　地獄の最下層、『コキュートス』の名を関する魔薬によって行使可能となる魔法は、言わば『燃焼を否定する概念』その物。

　物理法則を超越した負の熱量はマイナス273度など足元にも及ばない。

　理不尽な程に強力な魔薬の代償は血管凍結、神経凍結、それに感情凍結。

　ハピネスシュガーはスッと顔から笑いを消す。

「……ああ、そう言えばあの子・・・も願ってたっけ。〝お前〟を、〝殺して〟と」

「ッ！　ワタシを守れッ！」

　ヴラドクは氷柱を心臓に撃ち込まれるような殺気を感じ、咄嗟に肉盾エンデッド達を前面に展開させた。

　破滅が、来る。

「『ネガ・フロギストン』」

　魔法少女の唇から魔法の名が零れた。

　つまり、悪魔の群れを一瞬で凍らせ、地獄の業火を消し去ったのは発動前に溢れた一滴でしかない。

　ハピネスシュガーの右手に雪の結晶の形をした青い光が輝いた。

　街一つ氷河期に変えることも可能な魔法が指先に収束し、極低温によってバキバキと空気の割れる音が響く。

「……ＢＡＮＧ」

　発射。

　青白い光線が空間ごと凍らせて進み、悪魔達を飲み込んで氷塊へと変えた。

　その後ろに隠れていたヴラドク諸共に――。

「――『鮮血ブラッド執刀スカルペル』」

　紅い一閃が魔法少女の首を通り抜けた。

「……か、は？」

　何が起きたのかと下を見ようとしたハピネスシュガーの首がずるりとずれ、ごろんと転がり落下する。

　その後ろで、ドラッグールの血貯まりから上半身だけ出したヴラドクが床に手を突いて這い出た。

「はぁ、はぁ……。クソッ、あの女！　このワタシが顔を晒す羽目になるとはぁ……！」

　ペストマスクの外れたヴラドクは顔を押さえ、屈辱に顔を歪めた。

　赤のメッシュが入った白い髪に真紅の瞳。吸血鬼らしい神経質そうな細面は左側から見れば端正な顔立ちと言って良い。

　だがその右目周辺は薬品による物か、醜く焼け爛れていた。

「クソクソクソ、全く大損だ……。部屋はメチャクチャ、人形全損、オマケに最高純度のデビルアッシュも使わされる！　おお、なんたる悲劇かッ！　せめて奴が使っていた魔薬のサンプルでも回収出来れば少しは慰めになりますが……」

「使用後は消滅するから無理だね」

「そうですか、それは残念で……は？」

　聞こえる筈の無い声が聞こえ、薬中吸血鬼は幻聴を疑った。

　声の方向を向いた瞬間、魔法少女の拳がヴラドクの頬に突き刺さる。

「ガッ……！？」

　徹甲弾――――と彼は認識した。

　吸血鬼の頑強性がなければ首が拉ひしゃげていただろう。

　ヴラドクは数メートルも吹き飛び、壁に激しく衝突して漸く勢いが止まる。

　その威力の大きさはコンクリートの壁に刻まれた跡の深さが物語っていた。

「吸血鬼でしょ？　なんで首を落としただけで気を抜くかなぁ……。それとも……、まさか不死性は自分達だけの専売特許とでも思ってた？」

　ハピネスシュガーは左手に掴んでいた自分の頭をぐちゅりと胴体の上に乗せ直して微笑む。

　その様を見て、怪人は嫌悪感も露わに顔を引き攣らせた。

「……ごほっ、なっ、何なんだ貴様は……！？　吸血鬼我らでも首を切られて死なぬのは一握りだぞ、この〝化け物〟め……！」

　砕けた顎を高速再生させながら薬中吸血鬼は怯えの混じった目をハピネスシュガーに向ける。

　人外に恐怖を与えた存在はやれやれと肩を竦めた。

「〝魔法少女〟だよ、〝怪人〟さん。私の名前はハピネスシュガー、貴方が『ダーティーヘブン』と呼んだ魔薬を生み出してる脳味噌の大元って言えば分かるかな？」

　完全に記憶を取り戻したハピネスシュガーはあっけらかんと種明かしをする。

　薬物の専門家である怪人が特別視している魔薬は恐ろしいことに彼女の脳内魔薬だった。

「ッ……！！　そうか、貴様が……！　ひ、ヒヒッ、不老不死の魔薬・・・・・・・！　そうか、実在したのかッ！　脳の断片だけになっても死なないのだから頭が取れた程度では死なないよなぁ！？」

　自分が研究していた物の完成形を目にしてヴラドクは涙を流す。

　歓喜か、それとも絶望か。

　薬物によって既に狂ってしまっている彼の心は彼自身にも分からなかった。

「……うん、そう。死ねないんだ。自殺も出来ない。完全に薬が抜け切ればもしかしたら、と思ったんだけどね。……どうやら魔法少女の因果は私を逃がしてくれないみたい」

　コツリ、コツリ、とハピネスシュガーのヒールが音を立てる。

　形ある死がヴラドクに一歩、また一歩と近付いた。

　これまで人に恐怖を与える側だった吸血鬼と言う怪物へ根源的で原始的な死の恐怖が与えられる。

「はぁ……ッ、はぁ……ッ！　ど、どうかアナタにお仕えさせて下さい……！　ワタシならアナタに有益な情報を渡せます、薬も用意出来ます、もしお望みならその薬を解毒する方法だって見付けます！」

「――フー……」

　魔法少女は薬中怪人の命乞いを無視し、指をパチンと鳴らして新たな魔法薬を創り出した。

「スゥー……っ」

　キラキラと光る銀色の粉末を左手の甲へ直線状に乗せ、右手で鼻腔の片側を押さえながら吸引スニッフィング。

　鼻の奥の粘膜を通じて魔法の力がハピネスシュガーの全身を駆け巡る。

　空間にノイズが走り、まるで読み込みが遅延している映像かの如く彼女の姿が途切れ途切れになった。

「ッ……何故だ！　どうしてこのワタシがこんな目にッ……！」

　薬中吸血鬼は隠していた真紅のメスを握り、残っている力を全て注ぎ込む。

　何が起きているか・・・・・・・・は分からずとも、何が起きる・・・・・は分かった。

「一つだけ／言えることがある」

　ハピネスシュガーの声がブツブツとノイズ混じりに響く。

「――――『鮮血執刀ブラッドスカルペル』！」

　超高圧高魔力の血液ウォーターカッターは魔法少女に何のダメージも与えず通り抜けた。

　怪物を殺す怪物ヒーローは目を見開く怪物へと顔を近付け、囁ささやく。

「――――地獄に落ちろ」
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　数回のコール音の後、ハピネスシュガーは携帯情報端末に架かって来た非通知の音声通信に出た。

「……ハロー、『ドクトレス』？」

《やぁ。ご機嫌麗しゅう、ハピネスシュガー。よく私だと分かったね？》

　スピーカー越しに聞こえる声は夢の世界へと誘うような落ち着く音色だったが、桃髪の魔法少女は鬱陶し気に溜め気を吐く。

　決して悪い存在・・ではないが、手放しで信用を置ける相手でもなかった。

「……このタイミングで電話して来そうな知り合いは数える程だもの。その中では全てのヒーローや魔法少女を監視してる変態の可能性が高かっただけ」

《おっと、全部を網羅するのなんて私には無理さ。ただ懐かしい気配を感じたからね、挨拶の一つもしない訳にはいかないだろう？》

「要らない気遣いね。……こうなることも予想済みだったワケ？」

《まさか。運命の女神でもこの街で起きることを完璧に予想するのは無理だろうね。ただ、私としては君が普通の人間として死んだらそちらの方が驚きではあったけど》

　ドクトレスと呼ばれた女はクスクスと笑い声を漏らす。

「チッ……！　こっちは本気で薬を断って地獄を見たってのに……！」

《君の努力は認めるけどねぇ。この街には君達・・のような劇薬がまだまだ必要なのさ》

「……」

　ハピネスシュガーはドクトレスの言葉を聞き、僅かに沈黙した。

　思い浮かんだのはかつて肩を並べて戦った仲間達だ。

　正道からは外れているが、敵でなくて本当に良かったと彼女すら思う頼りになる魔法少女達である。

「……あいつら・・・・、まだ現役なのね」

《君が引退したお陰で仕事が増えたってずっと愚痴って居たよ。君の帰還を知れば喜んでパーティ・・・・を開くだろう》

　ドクトレスは愉快そうに言うが、およそ碌でもないことが起きる可能性が高い。

　『悪滅媚夢エロ』、『肉色玩具グロ』、『煽導者カルト』、そして『魔薬蠱毒ヤク』ことハピネスシュガーと合わせて『正義失格』の『四凶』。

　毒を以て毒を制す、と言う諺の通りのそれであり、凶悪な怪人への対処に用いられる最終手段である。

　この四凶が再び揃うことになれば、魔法少女を管理する組織のトップは頭を悩ますことであろう。

「んー……、そいつは大騒ぎね、楽しくなりそう。……なら魔法少女統制局WCSにも伝えておいて、「ハピネスシュガーが帰って来た」って」

　桃髪の魔法少女は愉快な未来を想像し、悪い笑みを浮かべた。

《承知した。祝砲も用意しようか？》

　ドクトレスからの確認にハピネスシュガーはくすりと笑う。

「有難い申し出だけど、これから私にケンカを売った組織クズ共に落とし前カタをつけさせに行くの」

《おやおや、成程、それなら不要だね》

「ええ、それじゃあね、ドクトレス」

　電話を取った時よりも大分機嫌を良くして別れの挨拶を言い、魔法少女は椅子代わりにしていた薬中吸血鬼の死体から立ち上がって服の埃を掃はらった。

《ああ、待った。最後に一言だけ》

「ん？　何？」

《……おかえり、ハピネスシュガー》
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